

























































う、両側鼻孔より鼻腔 に、日裂より口腔にそれぞれシリコンチューブ (鼻腔 :








を、極間距離2mmの双極誘導の記録電極 (先端抵抗値 :生理食塩水中で 10±lK
Ω)として翼突咽頭筋および口蓋帆挙筋に埋入し、ポリグラフシステムを用い
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LVP:Levator veli palatini muscle









































































































































































(経口気流出現前)―    ‐ ― ―   ´ ― ‐ ‐            |

























































安静時負荷呼吸開始    LVP酪締増大に%L辟畢どり>
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